










31

～ま　行～

・みお(澪 )筋【みおすじ】
澪筋とは、川の中で平常時でも水が流れている深い部分のことをいいます。

（P.72,74,75）

・水循環【みずじゅんかん】
水循環とは、地表・海面から蒸発した水蒸気が、雨となって地表に降り、一部は地下水になっ

て川を流れて海に至るという循環を繰り返す、この循環の経路のことをいいます。

（はじめに,P.15,37,38,48）

 

・水循環系【みずじゅんかんけい】
「水循環」の項で説明したように、水循環は、自然的にも人工的にもさまざまな要素によって

構成されています。それらの要素を相互関連性あるいは因果関係としてとらえること、言い換え

れば、システムとしてとらえることが重要です。水循環を様々な構成要素からなるシステムとし

てとらえるという立場から、「水循環システム」あるいは「水循環系」という用語を使います。

（はじめに,P.15,37,38）

・水と緑のネットワーク【みずとみどりのねっとわーく】
水と緑のネットワークとは、川や海、用水路、池などの「水」と樹林、畑、水田、公園、街路

樹などの「緑」とを連続することによって、生態系にとって良好な環境である状態をいいます。

（P.44,48,56,58,75）
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・水辺の楽校【みずべのがっこう】
水辺の楽校とは、ＮＰＯ・ボランティア団体などの地域の方々と協力しながら、水辺が自然体

験や遊びの場として活用されるような仕組みのことです。子どもたちが自然と出会える安全な水

辺を創出するため、自然の状態を極力保全したり、瀬や淵、せせらぎなどの自然環境を創出し、

さらにアクセス改善のための緩傾斜河岸の整備などを行います。

（P.49,86）

 　　 

・無機物・有機物【むきぶつ・ゆうきぶつ】
無機物とは、有機物を除いたすべての物質（金属・塩類・水、水素・酸素・窒素などの各種の

気体）のことをいいます。

有機物とは、生物体を構成・組織する、炭素を主な成分とする物質のことをいいます。

（無機物P.26、有機物P.28,42）

・モニタリング【もにたりんぐ】
モニタリングとは、監視・観察の意味で使われ、日常的・継続的な点検のことをいいます。

（P.36,50,55,82,88）

・盛土【もりど】
盛土とは、地盤上に土を盛り立てて構築した土構造物のことをいいます。これまで水田として

利用していた土地を、畑地とする場合もこれに該当します。

（P.21,54）
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～や　行～

・谷戸【やと】
谷戸とは、丘陵地の谷間の、森や沼池や小川の原流などがある豊かな自然環境のことをいいま

す。三方を高さ数十メートルの丘陵に囲まれた小川の源流域で、幅は数百メートル程度、奥行き

は数キロ程度となっています。関東地方、特に多摩丘陵地区（東京都多摩地方、神奈川県東部）

の地名に○○谷戸というように用いられることが多いです。

（P.1,3,7,14,28,30,39,62）

 

・湧水【ゆうすい】
湧水とは、泉とも呼ばれ、地中にある地下水が自然に出口を見つけてわき出したものをいいま

す。

（P.3,30,55）

・遊水機能【ゆうすいきのう】
遊水機能とは、河川沿いの田畑などにおいて雨水または河川の水が流入して一時的に貯留する

機能のことをいいます。

（P.5,15,16,40）
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・遊水地【ゆうすいち】
洪水を一時的に貯めて、洪水の最大流量（ピーク流量）を減少させるために設けた区域を遊水

地または調節池と呼びます。

遊水地には、河道と遊水地の間に特別な施設を設けない自然遊水の場合と、河道に沿って調節

池を設け、河道と調節池の間に設けた越流堤から一定規模以上の洪水を調節池に流し込む場合が

あります。（用語集P.6比較表参照）

（はじめに,P.8,9,12,20,21,48,50,53,56,65,66,67,72,75,78,79,83,84）

   

・ユニバーサルデザイン【ゆにばーさるでざいん】
ユニバーサルデザインとは、敷地や施設の計画・設計をする際、高齢者・障害者・妊婦・子ど

も等を含んだ全ての人が理解、利用のしやすいデザインにする考え方のことをいいます。

（P.49,59,86）
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～ら　行～

・落差工【らくさこう】
河床の洗掘を防いで河川の勾配を安定させるために、河床に段差をつけた構造物のことを落差

工といいます。

（P.11,61,62,64,69,71）

・利水【りすい】
利水とは、生活、農業、工業などのために水を利用することをいいます。

（はじめに,P.1,15,37,45）

・リバーカウンセラー【りばーかうんせらー】
リバーカウンセラーとは、河川に詳しい学識経験者等のことをいいます。鶴見川では、リバー

カウンセラーを選定・委嘱し、河川の現地視察、意見交換等を通じて、学術と技術の交流を図っ

ています。

（P.80）

・リバーシビックマネージャー制度【りばーしびっくまねーじゃーせいど】
リバーシビックマネージャー制度とは、河川管理者と住民の協働により河川の維持管理を実施

することを目的として、国土交通省京浜河川事務所が平成12年度に創設した制度です。

（P.88）

・流域【りゅういき】
流域とは、降雨や降雪がその河川に流入する全地域（範囲）のことをいいます。集水区域と呼

ばれることもあります。

（はじめに,P.1,2,3,4,5,6,7,9,11,12,13,14,15,16,17,20,21,24,26,29,32,他）

・流域対策【りゅういきたいさく】
流域対策とは、流域内に雨水貯留施設や各家庭に雨水浸透ますなどを設置して、雨水が河川へ

流れ込む量を一時的に抑える対策のことをいいます。

（はじめに,P.21）
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・流域ツーリズム【りゅういきつーりずむ】
流域ツーリズムとは、鶴見川流域水マスタープランの中で定義された言葉で、鶴見川流域に暮

らす人々が流域の多彩な環境・文化拠点を訪ね、体験し、学び、その恵みを受けるとともに、流

域の環境保全や都市再生の活動に参加し、流域でのより充実した暮らしを送るしくみをつくるこ

とです。

（P.44,49）

・流下能力【りゅうかのうりょく】
流下能力とは、現在の河道の状況（堰の存在や土砂の堆積、樹木の繁茂など）に対して、どれ

くらいの洪水を安全に流せるのかを流量で表したものです。

（P.61,64,69,70,71,74）

・流量【りゅうりょう】
流量とは、河川を流れる水量のことをいいます。

（P.15,17,20,24,25,40,42,48,50,51,53,55,61,64,66,68,69,70,71,73,74,75,77,84,85）

・レッドデータブック【れっどでーたぶっく】
レッドデータブックとは、環境省が、日本で絶滅のおそれのある野生生物の種について、それ

らの生息状況等をとりまとめたものです。また、各都道府県においても、レッドデータブッの作

成を行っている所が多くなっています。

（P.32）

～わ　行～

・ワンド【わんど】
ワンドとは、河川や湖沼にできた池状の入り江のことをいいます。流れが緩やかなため、さま

ざまな生きものの良好な生息場になっています。

（P.9,11,49,69）
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～その他～

・ＢOＤ【びーおーでぃー】
ＢＯＤ（Biochemical Oxygen Demand　生物化学的酸素要求量）とは、水中の好気性微生物

の増殖や呼吸によって消費される酸素量のことをいいます。水の有機物汚染が大きければその有

機物を栄養分とする微生物の活動も活発になり、微生物によって消費される酸素の量も増加しま

す。従って、ＢＯＤの数値が大きければ水中の有機物汚染が大きいことを示し、海や川の汚染度

を表す指標とされています。

（P.26,27,28,42,43）

・Ｃ－ＢＯＤ【しーびーおーでぃー】
Ｃ－ＢＯＤとは、有機物の分解にかかわるＢＯＤのことで、有機物の濃度の指標となります。

（P.28,43）

・ＣＣＴＶ【しーしーてぃーびー】
ＣＣＴＶ（Closed Circuit Television）とは、不特定多数を対象にしたオープンなＴＶ放送に

対して、限られた対象で送受される業務用ＴＶシステムのことをいいます。ＣＣＴＶは、ダムや

河川管理の補助として、日常の河川空間の状況、または洪水時の流況を把握するため、各ダムや

河川に設置し、工事事務所等や整備局で監視・操作ができるように光ファイバーなどを用いた優

先カメラです。

（P.80）

・Ｎ－ＢＯＤ【えぬびーおーでぃー】
Ｎ－ＢＯＤとは、水中のアンモニウムイオンが硝化反応によって硝酸イオンに酸化されるとき

に消費される酸素にかかわるＢＯＤのことをいいます。水中の有機物の濃度が低くても、アンモ

ニウムイオンの濃度が高ければＢＯＤの値は大きくなってしまうので、ＢＯＤをＣーＢＯＤとＮ－

ＢＯＤに分離して指標とするべきとの指摘もあります。

（P.26,28,42）

・ＰＣＢ【ぴーしーびー】
ＰＣＢとは、ポリ塩化ビフェニル（Polychlorinated Biphenyl）の略称で、炭素、水素、塩素

からなる、工業的に合成された油状（白色の結晶状の物もあります）の物質のことをいいます。

化学的に安定などの性質を有しているため、電気機器の絶縁油や熱媒体などに使用されてきまし

た。

（P.53）




